




What has been measured in sense of direction questionnaires ?: A bibliographic review
　This paper reviewed studies that reported on sense of direction questionnaires in terms of their 
construct processes, the contents of their sub-scales, and their relations to spatial tasks. In the 
construct processes, the number of items used in pilot studies was small. In the contents of sub-
scales, it was common among studies to possess sub-scales which measured awareness of orientation, 
and memory for usual spatial behavior. In the relations to spatial tasks, the relation between sense of 
direction questionnaires and spatial tasks was strong in many studies. In the future, to construct sense 
of direction questionnaires which have high predictive validity, it is necessary to increase the number 
of items, to consider what elements are included in sense of direction, and to construct items which 
are easy for participants to understand.   













調べることである（Hegarty, Richardson, Montello, 
Lovelace, & Subbiah, 2002）。例えば Bryant（1982）
では，85 名の大学生（男性 40 名，女性 45 名）を対象に，
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的回転検査（Vandenberg & Kuse, 1978）の正答数の
間の相関を求めたところ，－ .39（p ＜ .05）であった。
　一方，方向感覚の自己報告測度は，より有望なアプ
ローチである（Hegarty et al., 2002）。Bryant（1982）
では，先に述べたイメージ・ポインティング課題と，
方向感覚の自己報告測度（50 項目から成る方向感覚質
















い ” から “ 良い ” の 9 件法で評定させる）で測定し，
空間課題の成績との関連を見出している研究もあるが
（Kozlowski & Bryant, 1977; Prestopnik & Roskos-










ねればよいと…. など）の 4 因子を抽出している。
　福井・安藤・佐古（1990）は，方向感覚に関係があ
ると考えられる，質問を集め，予備調査を実施し，通
過率と G-P 分析により，47 項目から成る質問紙（空
間移動能力測定テスト［Way-finding Ability Test；以
下 WAT］）を作成した。その上で，早稲田大学に在籍
する大学生男女 86 名を対象に，4 段階（“ そうだ ”“ や





















して各因子 10 項目ずつ，計 20 項目を選定し，方向感
覚質問紙簡易版（Sense of Direction Questionnaire-





以上の因子が 2 つ抽出された（第 1 因子「方向感覚」
因子［寄与率 64.2%］，第 2 因子「空間行動における










381 名（平均年齢 19.4 歳，年齢範囲 18 ～ 37 歳；全
て女性）を対象として予備調査をおこない，方向感覚
の自己評定（1 大変方向感覚がよい～ 8 大変方向音痴
である，の 8 段階），方向感覚の自己評定の評定理由の
自由記述（方向感覚の自己評定で 5 ～ 8 と評定した人




年制大学の学生 285 名（平均年齢 18.6 歳，年齢範囲


















して各因子 5 項目ずつ，計 20 項目を選定し，方向音
痴意識尺度（以下 M20）を構成している。また，M20
の下位尺度と，SDQ-S の 2 つの下位尺度の間の相関を
求めたところ，全ての下位尺度で有意な相関が見られ











の上で，北星学園大学の 2 年次および 3 年次の学部学
生 76 名（男性 21 名，女性 55 名）を対象に，5 段階
で評定を求めると同時に，方向感覚の自己評定につい
ても 5 段階で評定を求めた。58 項目のうち方向感覚の



































35.7%，12.2%，11.2%，8.1%，7.0%）。 し か し， 調
































































　福井他（1990）では，中学 2 年から大学 3 年までの





WAT の得点と時間との相関は－ .117 であったが，歩
数との相関は－ .247 であった。
　竹内（1992）では 2，大学生 70 名（男性 34 名，女






～－ .268），「記憶と弁別」と最寄り駅（r ＝－ .245）
の間に有意な相関が見られた（いずれも p ＜ .05）．
SDQ-S は日本で最もよく用いられる方向感覚質問紙で
あるため，竹内（1992）以外の多くの研究（歩行に
よる経路学習［Kato & Takeuchi, 2003; 佐野・星野 , 
1996; 関口 , 2003; 鈴木・芳賀 , 1999, 2000; 竹内・
加藤 , 1993; 八木・畑中・佐藤・菊池 , 2007; 山本・
増井 , 1995］，ペアでの歩行による経路学習［加藤 , 
1997; 加藤・前田 , 1995; 戸谷・加藤 , 2000, 2001］，
仮想環境における経路学習［浅村 , 1996, 1997, 2000; 
宮川・菱谷 , 2000; 薬師神・後町 , 2004］，ビデオによ
る経路学習［浅村 , 1998b; 芳賀 , 2003; 竹内 , 2002, 




［松井 , 2005, 2010］）で，空間課題との関連が検討さ
れている。
　加藤（1995）では，大学生 333 名に，作成した方
向感覚質問紙を実施し，第 1 因子 18 項目の得点を加
算した方向感覚尺度得点の分布の，上位 25% から 20


















　増井（1998）では，女子大学生 12 名（年齢範囲 21
～ 22 歳；女子大学生 283 名の母集団から M20 の総得
点により選定され高方向音痴意識統制群［HC 群］，高
方向音痴意識実験群［HE 群］，低方向音痴意識統制群











HC 群と LC 群（636.5 秒）の間に有意差が見られたが（p
＜ .05），誤選択回数では有意差は見られなかった．近












握の視点」（.218, p ＜ .10），「目的地への自力到達性」
（.248, p ＜ .05）との相関が有意あるいは有意傾向，
学外地点で「移動行動時の判断の誤りやすさ」（.228, 
p ＜ .10），「目印の記憶の正確さ」（.214, p ＜ .10）と
の相関が有意傾向であった。
　Murakoshi & Kawai（2000）では，28 項目から成
る経路発見能力についての質問紙の結果を基に選定し















（r ＝ .447）の間に有意な相関が見られた（いずれも p
＜ .05）。






れているが，ここでは研究 5 について述べる。研究 5
ではカリフォルニア大学サンタバーバラ校の学部学生






















見られた（歩行：.36, p ＜ .01，ビデオ：.25, p ＜ .01）。
平均角度
誤差では，全てにおいて有意な相関が見られた（歩行：
－ .43, p ＜ .01，ビデオ：－ .33, p ＜ .01，仮想環境：
－ .24, p ＜ .01）。スケッチマップにおける非計量的エ
ラーの数では全てにおいて有意な相関が見られた（歩
行：－ .32, p ＜ .01，ビデオ：－ .23, p ＜ .01，仮想環境：









と同じ。なお，増井（1998）については HC 群と LC
群の違いについての結果のみを記載した。）の観点から
まとめたものである（不明の場合は記載なし）。実験参
加者数は 12 名から 228 名と，研究間で人数の幅が大

























































因子法，Varimax 回転）から，因子負荷量 .40 以上を
基準とし，両因子ともに .40 以上の負荷がある場合に
はより高い負荷を示したほうの因子を代表するものと
して項目を分類した結果，20 項目中 3 項目（「方位と
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